
平
成
２３
年
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）や

平
成
２８
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
な
ど
、わ
が
国
で
は
過
去
１０
年
間
で
震
度

７
を
計
測
し
た
地
震
が
３
回
発
生
し
て
い
ま
す
。 

国
の
中
央
防
災
会
議
に
よ
る
と
、こ
の
地
方
で
も
駿
河
湾
付
近
の
南
海
ト

ラ
フ（
海
底
に
あ
る
深
い
溝
）を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が
３０
年
以
内
に
発
生

す
る
確
率
は
、東
海
地
震
が
８８
％
、東
南
海
地
震
が
７０
％
程
度
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

    

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、亡
く
な
ら
れ
た
方
の
約
８８ 
％
が
建

物
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
に
起
因
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

建
物
に
係
る
被
害
で
は
、昭
和
５６
年
５
月

以
前
の
い
わ
ゆ
る
旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
築

さ
れ
た
建
物
の
約
８８ 
％
が
破
損
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、熊
本
地
震
の
主
な
被
災
地
で
あ
る

益
城
町
で
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、旧
耐
震
基

準
の
木
造
建
物
の
う
ち
、約
９５ 
％
が
破
損
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

旧
耐
震
基
準
の
木
造
建
物
は
、現
在
の
耐

震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
建
物
に
比
べ
て
地
震

に
対
す
る
倒
壊
等
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
。 

    

建
物
を
補
強
し
、地
震
が
あ
っ
て
も
倒
壊
し

に
く
い
構
造
と
す
る
方
法
の
一
つ
が
耐
震
改

修
で
す
。 

国
の
中
央
防
災
会
議
に
よ
る
被
害
想
定
で

は
、建
物
の
倒
壊
に
よ
る
死
者
数
は
、南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
場
合
、最
大
で
約
３
万
８

０
０
０
人
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、耐
震
基

準
を
満
た
す
建
物
の
割
合
が
９０ 
％
に
な
れ
ば
、

約
２
万
１
０
０
０
人
に
減
少
す
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、建
物
の
耐
震
化
を

促
進
す
る
こ
と
は
巨
大
地
震
か
ら
人
命
を
守

る
方
法
と
し
て
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

代
表
的
な
耐
震
改
修
の
方
法
と
し
て
は
、

柱
の
接
合
部
に
補
強
金
具
を
設
置
す
る
こ
と

や
、壁
に
筋
交
い
等
を
設
置
す
る
こ
と
、基
礎

部
分
を
補
強
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

問合　都市計画課都市計画Ｇ　内線２４１４・２４１５ 

過
去
の
地
震
に
お
け
る 

被
害
等 

住
宅
の
耐
震
化 
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耐震シェルター 

耐震シェルターイメージ図 

み
ん
な
を
守
る
お
家
の
こ
と
、 

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う 

ま
た
、建
物
の
耐
震
改
修
だ
け
で
な
く
寝

室
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
の
設
置
も
命
を
守
る

た
め
に
有
効
で
す
。 

            

    

住
宅
は
大
丈
夫
で
も
、家
具
は
震
度
４
程

度
か
ら
転
倒
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
転
倒

し
た
家
具
に
よ
り
避
難
経
路
を
ふ
さ
が
れ
た

り
、転
倒
し
た
家
具
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま

え
ば
、火
災
や
浸
水
に
よ
り
命
を
落
と
す
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
家
の
中
で
安
全
な
空

間
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、家
具
の
安
全
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

す
ぐ
に
実
施
可
能
な
安
全
対
策
は
、家
具

の
配
置
を
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。
特
に
寝
て

い
る
と
こ
ろ
に
家
具
が
倒
れ
て
こ
な
い
よ
う
、

寝
室
に
は
な
る
べ
く
家
具
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、安
全
な
避
難
経
路
を
確
保
す
る
た

め
に
、転
倒
し
た
家
具
が
出
入
り
口
を
ふ
さ

が
な
い
よ
う
に
配
置
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。 

            

家
具
の
転
倒
防
止
に
は
、金
具
等
で
壁
に

固
定
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
主
な
方
法
と

し
て
は
、Ｌ
字
金
具
等
で
壁
に
固
定
す
る
方

法
や
、天
井
と
の
間
に
ス
ト
ッ
パ
ー
を
入
れ
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、引
き
出
し
や
扉
が

地
震
の
時
に
開
か
な
い
よ
う
に
、ス
ト
ッ
パ
ー

を
つ
け
る
こ
と
も
有
効
で
す
。 

 

一
度
身
の
回
り
の
家
具
の
配
置
を
確
認
し
、

家
具
の
転
倒
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

 

家
具
の
転
倒
防
止 

７月から、家具転倒防止金具取付の申請受付が始まっています 

市市でではは、、昭昭和和５５６６年年５５月月以以前前にに建建ててらられれたた
木木造造住住宅宅ににつついいてて無無料料のの耐耐震震診診断断をを実実施施しし
てていいまますす。。ままたた、、診診断断にによよりり耐耐震震性性がが不不足足しし
てていいるるとと判判断断さされれたた場場合合ににはは、、耐耐震震改改修修やや
耐耐震震シシェェルルタターー、、防防災災ベベッッドドのの設設置置ななどどのの耐耐
震震性性をを向向上上ささせせるる方方策策にに対対すするる補補助助制制度度をを
ごご利利用用いいたただだけけまますす。。  
（（市市政政ののひひろろばば７７月月号号ででもも、、耐耐震震診診断断・・耐耐
震震改改修修にに係係るる補補助助制制度度ににつついいててごご紹紹介介ししてて
いいまますすののでで、、参参考考ににししててくくだだささいい。。））  
ままたた、、今今年年度度はは新新たたにに耐耐震震性性がが不不足足すするる
住住宅宅のの除除却却ににつついいててもも補補助助制制度度をを設設けけまましし
たた。。  
  

  
対対象象　　平平成成２２８８年年度度ままででにに津津島島市市民民間間木木造造
住住宅宅無無料料耐耐震震診診断断をを受受けけらられれたた住住宅宅ののうう
ちち、、耐耐震震性性がが不不足足すするる住住宅宅でで、、簡簡易易耐耐震震
改改修修工工事事おおよよびび耐耐震震改改修修工工事事のの補補助助金金
をを受受けけてていいなないいこことと。。  
補補助助限限度度額額　　２２００万万円円  
　　市市のの補補助助制制度度のの活活用用をを検検討討さされれるる場場合合はは、、
事事前前にに担担当当ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
申申込込・・問問合合　　都都市市計計画画課課都都市市計計画画ＧＧ  
　　　　　　　　    内内線線２２４４１１４４・・２２４４１１５５  

市では、昭和５６年５月以前に建てられた
木造住宅について無料の耐震診断を実施し
ています。また、診断により耐震性が不足し
ていると判断された場合には、耐震改修や
耐震シェルター、防災ベッドの設置などの耐
震性を向上させる方策に対する補助制度を
ご利用いただけます。 
（市政のひろば７月号でも、耐震診断・耐
震改修に係る補助制度についてご紹介して
いますので、参考にしてください。） 
また、今年度は新たに耐震性が不足する
住宅の除却についても補助制度を設けまし
た。 
 
 
対象　平成２８年度までに津島市民間木造
住宅無料耐震診断を受けられた住宅のう
ち、耐震性が不足する住宅で、簡易耐震
改修工事および耐震改修工事の補助金
を受けていないこと。 
補助限度額　２０万円 
　市の補助制度の活用を検討される場合は、
事前に担当までお問い合わせください。 
申込・問合　都市計画課都市計画Ｇ 
　　　　  内線２４１４・２４１５ 

市市でではは無無償償でで家家具具転転倒倒防防止止金金具具のの取取付付事事業業をを行行っってていいまますす。。
平平成成２２８８年年度度はは１１５５８８件件のの方方ににごご活活用用いいたただだききままししたた。。平平成成２２９９年年
度度もも市市内内ににおお住住ままいいのの世世帯帯をを対対象象にに２２００００件件のの取取りり付付けけをを予予定定
ししてていいまますす。。  
（（市市政政ののひひろろばば７７月月号号でで詳詳ししくくごご紹紹介介ししてていいまますすののでで、、参参考考
ににししててくくだだささいい。。））  
問問合合　　危危機機管管理理課課危危機機防防災災ＧＧ　　内内線線２２３３２２１１・・２２３３２２２２  

市では無償で家具転倒防止金具の取付事業を行っています。
平成２８年度は１５８件の方にご活用いただきました。平成２９年
度も市内にお住まいの世帯を対象に２００件の取り付けを予定
しています。 
（市政のひろば７月号で詳しくご紹介していますので、参考
にしてください。） 
問合　危機管理課危機防災Ｇ　内線２３２１・２３２２ 

木造住宅除却費補助 
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「
防
災
の
日
」
は
、大
正
１２
年
に
関
東
大
震

災
の
起
き
た
日
で
す
。「
防
災
週
間
」は
、台
風
、

地
震
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に

つ
け
、備
え
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。 

ま
た
市
で
は
、第
３
日
曜
日
を「
家
庭
防
災

の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。ご
家
庭
に
お
い
て
毎

月
定
期
的
に
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

            

身
近
な
対
策
の
例 

・
保
存
の
き
く
食
品
や
水
等
の
家
庭
用
備
蓄

品
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

・
防
災
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

・
市
か
ら
の
情
報
や
、気
象
・
災
害
情
報
を
い

ち
早
く
取
得
で
き
る「
防
災
ほ
っ
と
メ
ー
ル
」

に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。 

避
難
所
・
避
難
場
所 

・
避
難
所
は
８
小
学
校
を
先
行
し
て
開
設
し

ま
す
。 

・
自
主
的
に
避
難
さ
れ
る
場
合
は
、食
料
・
飲

料
水
・
防
寒
具
等
を
各
自
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。 

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、い
つ
で
も
目
に
つ
く

場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。 

※
避
難
所
・
避
難
場
所
一
覧
、非
常
持
ち
出
し

品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、家
具
転
倒
防
止
の
方

法
な
ど
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
安
心
・
安
全

↓
防
災
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
危
機
管
理
課
危
機
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
２ 

         

 

市
で
は
、防
災
の
日
に
、防
災
訓
練
の
一
つ

と
し
て
県
が
行
う
「
あ
い
ち
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
」
に
連
携
し
て
、サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

日
時
　
９
月
１
日

　
正
午 

吹
鳴
場
所
　
市
消
防
本
部 

　
　
　
　
　
市
消
防
団（
各
分
団
車
庫
） 

吹
鳴
方
法
　
サ
イ
レ
ン（
１
回
）４５
秒 

問
合
　
危
機
管
理
課
危
機
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
２ 

  

  

市
内
の
銀
行
、信
用
金
庫
、農
協
な
ど
の
す

べ
て
の
民
間
金
融
機
関
（
郵
便
局
な
ど
一
部

を
除
く
）で
は
、東
海
地
震
の
警
戒
宣
言
発
令

時
を
想
定
し
、９
月
１
日

に
、原
則
、午
前

１０
時
３０
分
か
ら
５
分
程
度
店
舗
の
主
要
シ
ャ

ッ
タ
ー
の
一
部
を
閉
鎖
す
る
な
ど
の
「
一
斉

防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。 

な
お
、詳
細
は
、金
融
機
関
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。 

問
合
　
一
般
社
団
法
人
名
古
屋
銀
行
協
会 

　
　
　
1
０
５
２
ー

２
３
１
ー

７
８
５
１ 

９
月
１
日

は「
防
災
の
日
」 

８
月
３０
日

〜
９
月
５
日

は「
防
災
週
間
」 

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ
 

９
月
１
日

に
民
間
金
融
機
関
が
 

「
一
斉
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
 

防災ほっとメール 
登録方法 

お使いの携帯電話の機種がQRコー
ド読み取りに対応している場合は、
上のQRコードを読み込むことによ
って、簡単にアドレス入りのメールを
作成することができます。 

QRコード 

http://www.anshin-bousai.net/tsushima/

●迷惑メール防止対策をされている方は、受信できるドメインとして「anshin-
bousai.net」を許可してください。 
●URL付きメールの受信を許可してください。 
●メールアドレスの登録は無料ですが、ニュースメールが発行され着信す
ると、各携帯電話会社の通常のパケット料金がかかる場合があります 
　（１メールあたり０～２円程度）。 

携帯電話で、下記URL「防災ほっとメール」にアクセスをし
て、登録をお願いします。 
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